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で扱うのは、候補状態が二つでそれらの事前分布が (1/2, 1/2) であるというベイズ的状態識別問
題と、候補状態が実数値パラメータで表されている場合のパラメータ推定問題の二種類である。 
 Peres and Terno(2004) は、互いに等速直線運動している二つの慣性系（Alice と Bob と呼ぶ）





 本研究では、Peres and Terno の変換則のもとで、Alice が用意した状態を Bob が推定すると
いう問題を考える。具体的には、二状態識別とパラメータ推定という二種類の問題設定のそれぞ




と呼ばれる量で表されることが知られている。そこで、これらの量が Peres and Terno の変換則
のもとでどのように変化するかということをさまざまな状況のもとで計算機シミュレーションに
よって数値的に調べ、理論的な解析結果も参照しながら考察を行った。その結果、状態識別の場
合には、Alice が用意する状態どうしの方向が、基準に用いた状態の方向および Bob の移動方向
の双方に直交する場合が、常にもっとも推定精度への影響（劣化の度合い）が小さかったのに対
し、推定の場合には必ずしもそうはならないということが分かった。 
 
